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の
り
子
の
週
刊
日
誌
―
主
な
も
の
ー 

 
 

９
月
２
３
日 

市
駅
／
吉
宗
像
前
宣
伝
、
常
任
委
員
会 

 
 

 
 

２
４
日 

地
域
訪
問
、
河
西
後
援
会
街
頭
宣
伝 

 
 

 

 
 

２
５
日 

自
治
労
連
大
会
あ
い
さ
つ
、
つ
ど
い
、
河
北
後 

 
 

 
 

 
 

援
会
街
頭
宣
伝 

 
 

２
６
日 

常
任
委
員
会
予
備
日 

河
西
無
料
生
活
相
談 

 
 

 
 

２
７
日 

本
会
議
、
勉
強
会
、
懇
親
会 

 
 

２
８
日 

本
会
議
（
閉
会
） 

 
 

２
９
日 

市
駅
前
無
料
生
活
相
談
、
特
別
委
員
会
視
察 

台
風
１
６
号
襲
来
！
み
な
さ
ん
、
大

丈
夫
で
し
た
か
？ 

 

９
月
議
会
も
来
週
で
閉
会
で
す
。
今

回
行
っ
た
一
般
質
問
の
う
ち
『
防
災
の

取
り
組
み
』
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。 私

は
今
年
４
月
に
発
生
し
た
中
央

構
造
線
活
断
層
系
の
西
端
で
起
っ
た

熊
本
地
震
か
ら
し
っ
か
り
と
教
訓
を

得
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
和
歌
山
県
に
お
い
て
も
和
泉
山
脈

の
南
麓
に
沿
っ
て
東
西
に
中
央
構
造

線
活
断
層
が
走
っ
て
い
ま
す
。
近
い
将

来
直
下
型
の
災
害
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
と
も
に
こ

の
直
下
型
地
震
へ
の
対
策
が
必
要
と

質
し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
対
策
を
考
え
る
際
に
、
急

傾
斜
地
や
軟
弱
地
盤
、
災
害
の
履
歴
等

を
考
慮
し
て
ど
の
よ
う
な
被
害
が
あ

る
か
を
事
前
に
調
べ
る
「
防
災
ア
セ
ス

メ
ン
ト
」
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

特
に
自
然
災
害
に
よ
り
、
広
範
囲
に

 伏
虎
義
務
教
育
学
校
の
新
設
に

伴
う
雄
湊
小
学
校
の
跡
地
利
活
用

に
つ
い
て
は
、
日
赤
和
歌
山
医
療
セ

ン
タ
ー
が
４
年
生
の
看
護
大
学
を

他
大
学
と
連
携
し
た
設
置
を
検
討

す
る
中
で
、
和
歌
山
市
と
し
て
も
４

年
生
大
学
化
の
働
き
か
け
を
行
い
、

設
置
を
支
援
す
る
と
い
う
形
で
５

月
３
０
日
に
県
・
市
・
大
学
・
日
赤

で
協
定
の
締
結
を
行
い
ま
し
た
。 

具
体
的
な
支
援
は
、
校
舎
の
改
修

等
に
係
る
費
用
、
見
込
み
額
約
３
億

５
千
万
を
市
が
補
助
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
ま
た
、
校
舎
南
側
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
義
務
教
育
学

校
の
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
利

用
し
、
そ
れ
以
外
の
土
地
は
有
償
で

貸
与
、
校
舎
体
育
館
に
つ
い
て

は
、
譲
渡
し
た
い
と
の
こ
と
で

す
。 支

援
に
係
る
予
算
や
無
償
譲

渡
等
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
議

決
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

設
置
者
は
学
校
法
人
青
葉
学

園
、
定
員
数
は
一
学
年
９
０
名

（
収
容
定
員
３
６
０
名
）
程
度
、

開
校
時
期
は
２
０
１
８
年
４
月

を
予
定
し
て
い
る
と
の
事
で

す
。 

 

 

 

資料の一部です 

わ
た
っ
て
被
害
を
与
え
る
施
設
、

例
え
ば
、
原
発
や
放
射
性
廃
棄

物
・
産
廃
の
処
理
施
設
な
ど
、
自

然
災
害
の
後
に
２
次
災
害
が
予

想
さ
れ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
建

設
計
画
の
事
前
に
き
ち
ん
と
し

た
防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
厳
重

に
す
る
必
要
が
あ
り
検
討
を
求

め
ま
し
た
。 

 

県
民
の
い
の
ち
と
財
産
を
守

る
と
い
う
防
災
の
原
点
を
貫
く

県
政
を
さ
ら
に
求
め
て
行
き
ま

し
ょ
う
。（
奥
村
の
り
子
） 

 

沖
縄
の
辺
野
古
の
米
軍
新
基
地
建
設
問
題
で
、
翁
長
雄
志

知
事
が
行
っ
た
辺
野
古
沿
埋
め
立
て
承
認
取
り
消
し
は
違

法
と
国
が
県
を
訴
え
た
訴
訟
で
、
福
岡
高
裁
那
覇
支
部
は
、

国
の
主
張
ば
か
り
認
め
る
あ
き
れ
た
不
当
な
判
決
で
し
た
。

国
は
普
天
間
基
地
の
危
険
性
を
除
去
す
る
た
め
辺
野
古
の

埋
め
立
て
は
必
要
と
主
張
。
県
側
は
前
知
事
の
埋
め
た
て
承

認
は
公
有
水
面
埋
立
法
を
満
た
し
て
お
ら
ず
違
法
と
主
張
。

判
決
は
例
え
ば
辺
野
古
埋
め
立
て
の
必
要
性
で
軍
事
的
な

理
由
は
認
め
、
県
が
主
張
す
る
環
境
面
に
つ
い
て
は
一
切
考

慮
し
な
い
と
か
、
普
天
間
の
移
設
先
は
「
辺
野
古
が
唯
一
」

と
す
る
ア
ベ
政
権
の
追
認
ば
か
り
。
日
本
の
米
軍
基
地
の
７

０
％
超
す
沖
縄
の
負
担
の
苦
し
み
な
ど
全
く
わ
か
っ
て
い

な
い
裁
判
と
し
か
い
え
な
い
。
辺
野
古
が
だ
め
な
ら
普
天
間

の
被
害
を
継
続
だ
と
い
う
ア
ベ
政
権
の
「
ど
う
喝
」
ま
で
同

じ
と
言
う
ま
る
で
ア
ベ
下
請
け
機
関
み
た
い
な
判
決
。 

「
国
と
地
方
公
共
団
体
は
対
等
・
協
力
で
あ
る
べ
き
」
と

の
地
方
自
治
法
の
趣
旨
に
も
背
く
、
法
の
番
人
た
る
裁
判
所

の
役
割
を
投
げ
捨
て
た
判
決
に
、
「
こ
う
い
っ
た
一
方
的
な

内
容
の
場
合
に
は
、
沖
縄
県
民
の
よ
り
大
き
い
反
発
と
結
束

が
こ
れ
か
ら
で
て
く
る
」
と
翁
長
知
事
は
最
高
裁
へ
上
告
し

ま
す
。 

判
決
報
告
集
会
で
共
産
党
の
赤
嶺
政
賢
衆
院
議
員

は
「
あ
た
か
も
沖
縄
に
は
法
律
は
い
ら
な
い
と
い
う
ア
ベ
政

治
と
、
こ
れ
に
加
担
し
た
今
日
の
判
決
は
許
せ
な
い
」
と
引

き
続
く
闘
い
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。（
編
集
室
） 

 

一般質問する奥

村のり子です。 

（９月１５日） 

 

 

 

 戦争法丸１年のさまざまな

取り組みは全国でなんと４０

０カ所を超えたそうです。 

 和歌山は台風前の天候が心

配でしたが、各団体のトーク

とパレードは元気のよい呼び

かけがよかったですね。 
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